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１
９
４
２
年（
昭
和
17
年
）創
設
の

本
学
園
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
２
０
１

２
年
に
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
幾
多

の
試
練
を
克
服
し
て
き
た
多
く
の
先

人
の
尽
力
の
賜
物
で
す
。
こ
の
学
園

で
学
ん
で
き
た
大
勢
の
”仲
間

“学

生
・
生
徒
・
園
児
の
み
な
さ
ん
、
卒

業
生
総
数
は
約
６
万
人
と
な
り
ま
し

た
。
時
代
を
生
き
抜
き
社
会
を
支
え

て
い
る
卒
業
生
た
ち
は
、
学
園
の
誇

り
で
あ
り
宝
物
で
す
。
創
設
期
の

方
々
は
、
お
孫
さ
ん
も
成
人
さ
れ
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
は
ず

で
す
。
70
周
年
を
機
に
、
親
子
孫
の

３
世
代
に
渡
っ
て
本
学
園
の
卒
業
生

（
在
籍
中
も
Ｏ
Ｋ
）で
あ
る
方
々
を
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
表
彰
し
た
い
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募
金
を
行
い
、
多
く
の
方
々
か
ら
温

か
い
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
本
校
の
高
校
生
有
志

は
自
発
的
に
街
頭
募
金
活
動（
国
分

駅
前
）を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

経
験
、
公
衆
の
面
前
で
大
き
な
声
を

あ
げ
、”さ
ぞ
照
れ
く
さ
か
っ
た
ろ
う

…
“と
思
い
ま
す
。
し
か
し
彼
ら
の

純
粋
な
姿
・
気
持
ち
に
、
町
の
人
た

ち
は「
御
苦
労
さ
ま
！
」の
労
い
の
言

葉
と
多
く
の
募
金
で
応
え
て
く
れ
ま

し
た
。
高
校
生
た
ち
は
、
人
の
優
し

さ
温
も
り
を
肌
で
感
じ
取
り
、
そ
し

て
”自

分
で
も
で
き
る
ん
だ
、
で
き

た
！

“と
い
う
達
成
感
、
自
信
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
彼

ら
は
自
ら
の
手
で
日
本
赤
十
字
社
へ

義
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

高
校
生
た
ち
を
私
は
誇
り
に
思
い
ま

す
。

　

本
来
、
人
は（
特
に
若
者
は
）心
に

　

人
は
み
な
有
形
無
形
の
数
々
の
恩
恵
を
享
受
し
、
今
の
自
分
が
あ
る
。
こ
の
偉
大
な
は
か

ら
い
に
目
覚
め
、
深
い
感
動
と
感
謝
の
念
か
ら
発
す
る
豊
か
な
心
と
情
熱
を
も
っ
て
、
人
の

幸
せ
を
願
い
行
動
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

建
学
の
精
神
「
感
恩
」

理事長　江 端　源 治

響
く
感
性
・
優
し
さ
、
素
晴
ら
し
い

能
力（
無
限
の
可
能
性
）を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
見
失
わ
ず
大

切
に
大
き
く
育
て
て
い
き
た
い
。
そ

の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
わ
れ
わ
れ

学
園
教
職
員
の
仕
事（
使
命
）で
す
。

責
任
重
大
で
す
が
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。

〜
「
あ
り
が
と
う
」
に
出
会
い
気
づ
き
、
感
動
・
感
謝
の
行
動
か
ら
、

ま
た
新
し
い
「
あ
り
が
と
う
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
〜

　

本
年
3
月
11
日
、
１
０
０
０
年
に

１
度
と
も
い
わ
れ
る
最
大
級
の
大
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
想
像
を
絶
す

る
惨
状
に
、「
自
分
で
も
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
?!
」と
誰
も
が
思
っ

た
は
ず
で
す
。
本
学
園
で
も
義
援
金

本
校　

高
校
生
を
誇
り
に
思
う

学
園
70
周
年

　

„
学
園
３
世
代
人
‶に

　
　
　
　
　

感
謝
、表
彰
！

心
に
響
く
感
性
・
優
し
さ
、素
晴
ら
し
い
力

　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
見
失
わ
ず
大
切
に
育
て
て
い
く

学園創立
まもなく平成24年（2012）

周年

高校生　街頭（国分駅前）募金
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と
願
っ
て
い
ま
す
。
記
録
を
辿
っ
て

調
査
も
し
ま
す
が
、
最
後
は
人
の
記

憶
が
一
番
の
頼
り
で
す
。
ぜ
ひ
”私

が
そ
う
で
す
、
私
は
知
っ
て
い
ま

す
。“の
た
く
さ
ん
の
一
報
を
待
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
春
、
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

の
春
季
大
会
の
試
合
を
観
戦
、
応
援

し
ま
し
た
。
勝
て
ば
嬉
し
く
負
け
れ

ば
悔
し
い
。
し
か
し
何
よ
り
、
学
生

が
直
向
き
に
懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
い

る
姿
か
ら
確
か
な
元
気
・
喜
び
・
感

動
を
も
ら
え
ま
す
。
僅
差
で
あ
と
一

歩
及
ば
ず
、
１
部
リ
ー
グ
昇
格
戦
に

敗
退
し
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
は
悔

し
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
何
か
に

打
ち
込
む
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し

い
、「
何
故
負
け
た
？
、
ど
う
し
た
ら

上
手
く
な
る
？
」と
考
え
そ
し
て
必

死
に
練
習
す
る
こ
と
で
間
違
い
な
く

選
手
た
ち
は
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

悔
し
涙
も
成
長
の
糧
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

今
春
の
卒
業
生
た
ち
も
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
社

会
福
祉
士
合
格
１
２
２
名（
全
国
６

位
）、
養
護
教
諭
採
用
38
名（
西
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
）な
ど
の
素
晴
ら
し

い
成
果
は
、
教
職
員
の
熱
意
あ
る
支

援
と
、
何
よ
り
学
生
た
ち
自
身
の
粘

り
強
く
実
直
な
努
力
の
成
果
で
す
。

特
別
な
仕
掛
け
や
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
、”な
り
た
い
自
分
に
な
る

“と

い
う
高
い
志（
夢
）が
一
番
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
す
。
何
で
も
い
い
！
、志（
夢
）、

目
的
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
な
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
意

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る
。

何
か
に
夢
中
に
な
る

素
晴
ら
し
さ

意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る

（W
here there's a w

ill ,
there's a w

ay.

）

ハンドボール部　　秋こそ、１部リーグ昇格を目指すぞ！

　

生
徒
会
で
は
、
４
月
11
日（
月
）か

ら
16
日（
土
）ま
で
の
１
週
間
、
近
鉄

河
内
国
分
駅
付
近
お
よ
び
、
高
等
学

校
正
門
付
近
で
、
東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
義
援
金
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
国
分
駅
で
は
7
時
30
分
〜
8
時

10
分
、
正
門
で
は
8
時
10
分
〜
8
時

25
分
の
時
間
帯
で
、
出
勤
さ
れ
る

方
々
、
登
校
す
る
本
校
生
徒
に
挨
拶

を
し
な
が
ら
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
最
初
は「
東
北
の
方
々
の
た
め

に
」と
い
う
想
い
で
始
め
た
の
に
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る

義
援
金
募
集
活
動
に
つ
い
て

義
援
金
募
集
活
動
に
つ
い
て

関
西
福
祉
科
学
大
学
高
等
学
校
生
徒
会　

活
動
し
て
い
く
中
で「
ご
苦
労
様
」と

声
を
掛
け
て
毎
日
募
金
を
し
て
下
さ

る
方
や
、
挨
拶
す
る
声
を
聞
い
て
自

宅
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
募
金
す
る
た
め
に

家
を
出
て
来
て
下
さ
っ
た
方
、
家
の

１
円
玉
、
５
円
玉
を
か
き
集
め
て
来

て
下
さ
っ
た
方
や
、
自
分
の
お
小
遣

い
を
入
れ
て
く
れ
た
幼
稚
園
の
児
童

な
ど
、
募
金
を
し
て
下
さ
る
方
々
、

本
校
生
徒
の
”思
い
や
り

“や
”優
し

い
心

“が
伝
わ
っ
て
き
て
、
逆
に
人

間
の
素
晴
ら
し
さ
、
日
本
人
の
温
か

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
し
ま

し
た
。
国
分
駅
前
で
８
７
、８
９
５

円
、
正
門
で
５
５
、２
４
０
円
、
合

計
１
４
３
、１
３
５
円
を
募
金
頂
き
、

日
本
赤
十
字
社
に
届
け
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

６
月
25
日（
土
）に
社
会
福
祉
学
科

卒
業
生
の
同
窓
会
を
兼
ね
、
在
学
生

と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第

１
部
中
島
裕
准
教
授
に
よ
る「
英
国

に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

実
態
と
養
成
教
育
に
つ
い
て
」と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
会
、
第
２
部
卒
業

生
交
流
会
、
第
３
部
卒
業
生
と
在
学

生
と
の
交
流
、
そ
し
て
最
後
に
は
懇

親
会
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
卒
業
生

１
２
６
名
、
在
学
生
25
名
、
教
職
員

21
名
の
参
加
が
あ
り
、
久
々
に
母
校

に
て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
が
情

報
交
換
や
名
刺
交
換
を
行
う
と
と
も

社
会
福
祉
学
科

社
会
福
祉
学
科

卒
業
生
・
在
学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー

卒
業
生
・
在
学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー

社
会
福
祉
学
科
長　

津
田
耕
一　

に
、
在
学
生
と
の
交
流
会
で
は
在
学

生
が
就
職
面
や
社
会
福
祉
士
・
精
神

保
健
福
祉
士
の
国
家
試
験
に
つ
い
て

熱
心
に
卒
業
生
に
質
問
を
し
た
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
有
意

義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今

後
も
大
学
と
卒
業
生
、
そ
し
て
在
学

生
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
く
す

る
と
と
も
に
、
３
０
０
０
名
を
超
え

る
社
会
福
祉
学
科
卒
業
生
の
力
を
生

か
し
、
福
祉
現
場
に
限
ら
ず
各
方
面

に「
福
科
大
魂
」を
広
め
て
い
き
た
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。
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乙武洋匡さんに花束を贈呈

学
園
創
立

学
園
創
立
7070
周
年
記
念
講
演

周
年
記
念
講
演

「
乙
武
洋
匡
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た

「
乙
武
洋
匡
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た

入
試
広
報
部　

　

平
成
23
年
８
月
28
日（
日
）玉
手
山

学
園
内
記
念
講
堂
に
て
、
学
園
創
立

70
周
年
記
念「
乙
武
洋
匡
講
演
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
大
学
・
短
大

が
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
高
校

は
入
試
説
明
会
を
実
施
し
、
午
後
か

ら
は
来
校
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

記
念
講
演
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
へ
は
一
般
参
加
も
加
わ

り
、
全
体
で
１
、３
０
０
名
を
超
え

る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
、

メ
ー
ン
会
場
で
あ
る
記
念
講
堂（
収

容
定
員
１
、１
０
０
名
）に
入
場
で
き

な
か
っ
た
皆
様
の
た
め
に
、
学
園
２

号
館
と
大
学
４
号
館
に
て
、
映
像
配

信
に
よ
り
講
演
会
の
様
子
を
聴
講
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
玉
手
山
学
園
吹

奏
楽
団
、
及
び
関
西
福
祉
科
学
大
学 

手
話
部（grow

th

）に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
始
ま
り
、
江
端

理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の
後
、『
五
体
不

満
足
』等
の
著
者
で
も
あ
る
作
家
の

乙
武
洋
匡
さ
ん
よ
る「
み
ん
な
ち

が
っ
て  
み
ん
な
い
い
」と
い
う
演

題
で
、
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講

演
の
最
後
に
は
、
乙
武
さ
ん
と
本
学

園
の
学
生
・
生
徒
に
よ
る
対
談
も
あ

り
、
乙
武
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
人
間

性
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
学
園
は
、
平
成
24
年（
２
０
１

２
年
）に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

学
園
で
は
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
70
周
年
記
念
行
事
」と
し
て

様
々
な
行
事
の
実
施
、
ま
た
予
定
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
８
月
末
現
在
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在
実
施
中
の
主
な
記
念
行
事

①
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

・
学
園
の
様
子
、
四
季
の
風
景
等

を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間
は
、
平
成
23
年
４
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日（
第
１

期
〜
第
４
期
）で
す
。

・
第
１
期
募
集
を
終
了
し
、
選
考

の
結
果
15
作
品
が
入
選
と
な
り
ま

し
た
。

入
選
作
品
に
対
し
て
は
、
副
賞
と

し
て
図
書
カ
ー
ド（
２
０
０
０
円

券
）が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

・
現
在
、
第
２
期
募
集（
平
成
23

年
７
月
１
日
〜
平
成
23
年
９
月
30

日
）を
実
施
中
で
す
。

　

教
職
員
・
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
の
学
生
、
保
護

者
、
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
の
応
募

学
園
学
園
7070
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

学
園
70
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会　

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

②
70
周
年
記
念
寄
付
事
業

・
募
金
期
間
は
、
平
成
23
年
６
月

１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
で
す
。

・
大
学
・
高
校
の
同
窓
生
及
び
専

門
学
校
在
校
生
向
け
に
１
６
２
０

１
通
の「
募
金
趣
意
書
」を
発
送
し

ま
し
た
。
短
大
は
同
窓
会
か
ら
の

郵
便
に
同
封
済
み
で
す
。

・
教
職
員
の
皆
様
へ
は
、
９
月
下

旬
頃
ご
案
内
の
予
定
で
す
。

今
後
予
定
・
企
画
検
討
さ
れ
て
い
る

記
念
行
事

①
70
周
年
記
念
Ｋ
，ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
施　

平
成
23
年
12
月
23
日（
金
・

祝
）実
施
予
定

②
70
周
年
記
念
誌
の
発
刊　

平
成
24

年
４
月
完
成
予
定

③
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開

催（
学
外
・
学
内
向
け
共
）

・
日
時　

平
成
24
年
５
月
11
日（
金
）

　

11
時
開
始
予
定（
学
外
向
け
）

・
場
所　

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪

④
そ
の
他　

同
窓
生
向
け
イ
ベ
ン
ト

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
）、
二
上
山

登
山
、
３
世
代
〜
親
・
子
・
孫
〜
の

表
彰
、
広
場
・
小
路
等
の
名
称
募
集
、

人
文
字
等
の
企
画
を
検
討
中
で
す
。

既
に
実
施
さ
れ
た
記
念
行
事

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
標
語
募
集

・
募
集
期
間
を
平
成
22
年
11
月
1

日
〜
平
成
22
年
12
月
24
日
と
し
、

８
８
９
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
９

作
品
が
入
選
し
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

②
70
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
定

・
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
25
年
３

月
ま
で
使
用
し
、
70
周
年
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

③
70
周
年
記
念
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
の
実
施

・
平
成
23
年
７
月
９
日（
土
）・
７

月
10
日（
日
）、
近
隣
中
学
校
22
校

の
ご
参
加
を
頂
き
、実
施
し
ま
し
た
。

・
優
勝
校
は
、
柏
原
中
学
校（
男

子
）、
堅
下
南
中
学
校（
女
子
）で

し
た
。

④
大
学
・
短
大
・
高
校　

合
同
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
施

・
平
成
23
年
８
月
28
日（
日
）、
大

学
・
短
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
は
、
保
護
者
を
含
め
計
４
７

４
名
、
ま
た
高
校
の
入
試
説
明
会

に
は
保
護
者
を
含
め
計
１
６
６
名

の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
70
周
年
記
念
講
演　
「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」の
実
施

・
平
成
23
年
８
月
28
日（
日
）　

講

演
者 

乙
武
洋
匡
氏

・
学
生
、
生
徒
、
保
護
者
及
び
一

般
市
民
の
方
を
含
め
、
総
勢
１
３

２
８
名
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

記念講演会オープニング
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生
き
生
き
と
輝
く
心
と
身
体
を
目
指
し
て

生
き
生
き
と
輝
く
心
と
身
体
を
目
指
し
て

　
「
動
く
楽
し
さ
を
感
じ
、
体
力
向
上
を
図
る
」

　
「
動
く
楽
し
さ
を
感
じ
、
体
力
向
上
を
図
る
」

幼
稚
園
体
育
主
任　

村
井　

惠　

体育館での遊び

登り棒

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
、
文

部
科
学
省
の「
幼
児
期
に
お
け
る
体

力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
事
業
」の

指
定
を
受
け
、
実
践
園
と
し
て
体
力

測
定
と
体
力
向
上
を
図
る
た
め
の
遊

び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。　
　

　

子
ど
も
の
運
動
習
慣
は
小
学
校
の

中
、
高
学
年
で
は
す
で
に
遅
く
、
幼

児
期
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

園
は
豊
か
な
自
然
環
境
と
各
種
の
設

備
に
恵
ま
れ
、
運
動
遊
び
や
体
力
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
測

定
の
結
果
、
積
極
的
に
運
動
遊
び
に

取
り
組
む
子
ど
も
と
、
そ
う
で
は
な

い
子
ど
も
の
間
に
大
き
な
差
が
あ
る

こ
と
を
知
り
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一

環
と
し
て
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ（
縄
跳
び
）・
ス
イ
ス
イ
チ
ャ
レ

ン
ジ（
水
泳
）・
フ
ァ
ミ
リ
ー
エ
ク
サ

サ
イ
ズ（
親
子
体
操
）に
加
え
、
講
師

の
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
園

で
も
遊
び
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
結
果
を
平
成
二
十
三

年
八
月
七
日（
日
）大
阪
教
育
大
学
柏

原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
、
日

本
幼
児
体
育
学
会 

第
七
回
大
会
で
、

我
が
園
も
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
発
表
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。当
日
は
柏
原
市
、

大
阪
市
、
和
歌
山
市
、
川
西
市
な
ど

か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園
三
十
三
園
が

参
加
し
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
発

表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遊
び
へ
の
教

師
の
か
か
わ
り
方
や
子
ど
も
へ
の
興

味
付
け
な
ど
た
く
さ
ん
の
工
夫
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

運
動
遊
び
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

身
体
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
や
、「
で
き
た
！
」

と
い
う
喜
び
は
、
子
ど
も
の
心
と
身

体
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
達
成
感
や
周
囲
か
ら
認
め
ら

れ
た
嬉
し
さ
、
満
足
感
か
ら
新
し
い

こ
と
に
対
す
る
期
待
や
好
奇
心
が
生

ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
す
る
勇
気
も
湧
い
て
き
ま

す
。
そ
ん
な
生
き
生
き
輝
く
心
と
身

体
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち

保
育
者
も
子
ど
も
た
ち
と
共
に
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

玉
手
山
学
生
赤
十
字
奉
仕
団

玉
手
山
学
生
赤
十
字
奉
仕
団

「
銀
色
有
功
章
」受
彰

「
銀
色
有
功
章
」受
彰

関
西
女
子
短
期
大
学　

教
授　

髙
木
信
良　

　

当
奉
仕
団
は
、
平
成
6
年
9
月
に

関
西
女
子
短
期
大
学
学
生
赤
十
字
奉

仕
団
と
し
て
発
足
。
平
成
18
年
度
よ

り
関
西
福
祉
科
学
大
学
の
学
生
も
加

わ
っ
て
活
動
を
展
開
。
平
成
19
年
に

は
短
大
と
大
学
の
学
生
赤
十
字
奉
仕

団
を
合
体
さ
せ
、
玉
手
山
学
生
赤
十

字
奉
仕
団
と
し
て
名
称
変
更
を
行

い
、
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
赤
十
字
事
業
の
進
展
に
継

続
し
て
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
て
日

本
赤
十
字
社
大
阪
府
支
部
長
よ
り
2

度
に
わ
た
り
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
昨
年
7
月
に
は
献
血
推
進
協
力

団
体
と
し
て
大
阪
府
知
事
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
23
年
3
月
13
日
に

平
成
22
年
度
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
つ
ど
い
が
日
本
赤
十
字
社
大
阪
府

支
部
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
直

前
の
東
北
地
方
の
大
災
害
の
影
響
で

中
止
と
な
り
、
後
日
4
月
に
入
っ
て

伝
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
関

西
女
子
短
期
大
学
赤
十
字
奉
仕
団
発

足
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
赤
十
字
事

業
の
進
展
に
貢
献
し
て
き
た
功
労
に

対
し
、
日
本
赤
十
字
社
よ
り「
銀
色

有
功
章
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
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歯垢染色の様子

媒体を用いたお話

 

関
西
女
子
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学

科
で
は
、
例
年
5
月
に
附
属
幼
稚
園

で
の
歯
科
保
健
指
導
実
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
学
生
達
は
、
園
児
さ
ん

の
年
齢
に
合
わ
せ
た
お
話
を
考
え
た

り
、
人
形
な
ど
の
媒
体
を
作
っ
た
り

と
様
々
な
準
備
を
し
、
何
度
も
練
習

を
重
ね
て
本
番
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
寺
方
幼
稚
園
と
守
口
東
幼

稚
園
で
の
歯
科
保
健
指
導
実
習
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
1
回
で
あ
っ
た
幼
稚
園
で
の
歯

科
保
健
指
導
実
習
が
2
回
も
し
く
は

3
回
経
験
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
1

回
目
よ
り
も
2
回
目
、
3
回
目
と
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
学
生
の
成
長
を

感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
幼
稚
園
で
は
、
媒
体
や

歌
を
取
り
入
れ
た
お
話
と
集
団
歯
磨

き
指
導
に
加
え
て
、
一
人
一
人
の
園

児
さ
ん
の
歯
の
汚
れ
を
染
め
出
す
歯

垢
染
色
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
学
生

に
と
っ
て
園
児
さ
ん
と
個
別
に
触
れ

合
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

本
実
習
は
本
当
に
多
く
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

大
学
・
短
大
各
学
科
の
オ
ー
プ
ン

大
学
・
短
大
各
学
科
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
取
組
状
況
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
パ
ス
取
組
状
況
に
つ
い
て

入
試
広
報
部　

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

て
か
ら
出
願
を
決
め
る
入
学
生
は
、

本
学
の
場
合
で
、
大
学
が
全
体
の

47
％
、
短
大
で
77
％
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、
受
験
を
考
え
る
高
校
生

に
と
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
進
路
選
択
の
大
切
な
要
素
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
今
年
も
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
回
は
特

に
、
各
学
科
に
お
け
る
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

　

例
え
ば
参
加
者
の
目
に
ふ
れ
る
展

示
物
一
つ
を
と
っ
て
も
わ
か
り
や
す

く
見
や
す
い
工
夫
が
あ
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
展
示
物
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま

す
。
授
業
で
学
ぶ
内
容
を
パ
ネ
ル
に

し
て
展
示
し
た
り
、
教
員
一
人
ひ
と

り
の
顔
の
紹
介
を
し
た
り
と
、
学
科

の
特
性
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ツ
ー
ル
も
各
学
科
で
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
各
学
科
で
準
備
し
て
い

　

今
年
度
、
高
校
卓
球
部
は
、
第

六
五
回
近
畿
高
等
学
校
卓
球
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
五
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
大
阪
高

校
卓
球
選
手
権
大
会
で
勝
ち
上
が

り
、
初
め
て
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
、
団
体
と
３
種
目
で
の
出
場
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は

近
畿
新
人
大
会
に
出
場
で
き
ま
し
た

が
、
団
体
種
目
の
み
で
し
た
の
で
大

き
な
進
歩
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

シ
ン
グ
ル
ス
で
出
場
し
た
３
年
生
の

杉
田
真
希
は
兵
庫
県
の
姫
路
西
高
校

の
選
手
と
対
戦
し
敗
退
。
ダ
ブ
ル
ス

は
杉
田
真
希
と
２
年
生
の
南
彩
夏
の

ペ
ア
で
奈
良
県
の
平
城
高
校
の
ペ
ア

と
対
戦
し
敗
退
。団
体
は
杉
田
真
希
、

南
彩
夏
、
２
年
生
の
長
浜
彩
、
田
島

抄
妃
、
中
野
み
ゆ
き
、
山
田
唯
奈
六

人
で
出
場
し
ま
し
た
が
、
滋
賀
県
の

女
子
卓
球
部
、
近
畿
大
会
に
出
場

女
子
卓
球
部
、
近
畿
大
会
に
出
場

高
校
卓
球
部
顧
問　
　

中
原　

完　

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
は
、
他
の
大
学
に
は
な
い
本
学
ら

し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
、

見
る
だ
け
で
も
学
科
の
雰
囲
気
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

関
西
女
子
短
期
大
学　

保
育
科
で

は
、
今
春
、
新
し
く
実
習
室
が
完
成

し
、
参
加
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

の
会
場
に
使
用
す
る
な
ど
、
学
科
毎

で
の
工
夫
も
目
立
ち
ま
す
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
希
望
す
る
大
学

や
短
大
の
よ
り
詳
し
い
内
容
が
わ
か

る
の
は
う
れ
し
い
も
の
。
今
年
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
昨
年
よ
り

さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
学
園
の
皆
さ
ん
も

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

甲
西
高
校
と
対
戦
し
敗
退
し
ま
し

た
。
大
阪
で
は
上
位
に
入
れ
は
し
た

も
の
の
近
畿
圏
で
は
全
て
一
回
戦
負

け
を
喫
し
て
し
ま
い
、
こ
ら
か
ら
の

課
題
は
も
っ
と
練
習
を
重
ね
府
外
で

も
勝
て
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
多
く
の
応

援
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

歯
科
保
健
指
導
実
習
を
終
え
て

歯
科
保
健
指
導
実
習
を
終
え
て

関
西
女
子
短
期
大
学
歯
科
衛
生
学
科　
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今
年
の
３
月
11
日
に
は
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
原
発

事
故
も
あ
っ
て
、
今
夏
は
全
国
的
な

節
電
モ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
受
け
、
学
園
で
は
、
６

月
10
日
の
所
属
長
会
で
、
最
大
で

20
％
を
削
減
す
る
努
力
を
各
校
園
に

依
頼
し
ま
し
た
。

　

最
終
の
目
標
数
字
は
、
各
校
園
の

判
断
で
と
な
り
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
実
施
対
策
と
試
算
を
行
い
目
標
数

字
を
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

設
備
投
資
の
計
画
が
な
か
っ
た
の

で
、
運
用
面
で
の
具
体
的
改
善
対
策

の
早
急
な
実
施
が
望
ま
れ
ま
し
た
。

学
園
本
館
棟
で
実
施
で
き
る
対
策
を

具
体
例
と
し
て
、各
校
園
に
紹
介
し
、

省
エ
ネ
チ
ー
ム
で
各
校
園
の
運
用
状

況
を
視
察
し
て
、
改
善
で
き
そ
う
な

事
項
、
ム
ダ
の
削
減
な
ど
の
提
案
も

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
校
園
の
毎
月
の
光
熱
費

の
使
用
量
を
前
年
比
較
し
て
速
報
値

と
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

実
施
事
項

①
空
調
運
転
時
間
の
短
縮（
特
に
、

１
階
、
２
階
の
食
堂
施
設
）と
運
転

学
園
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

学
園
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

法
人
本
部
施
設
部　

田
堀
富
造　

エ
リ
ア
の
縮
小

②
空
調
本
体
の
冷
媒
温
度
を
２
℃

ア
ッ
プ

③
共
用
廊
下
の
消
灯
、
執
務
エ
リ
ア

の
照
明
の
電
球
の
間
引
き

④
電
気
温
水
器（
手
洗
い
）の
夏
場
の

ス
イ
ッ
チ
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ

大
学
施
設
で
は

⑤
２
台
Ｅ
Ｖ
、
２
台
自
動
ド
ア
の
１

台
運
転
休
止

各
校
園
で
は
、

⑥
空
調
の
設
定
温
度
を
状
況
に
よ
り

26
℃
〜
28
℃
と
前
年
比
２
℃
ア
ッ
プ

の
設
定

⑦
節
電
・
消
灯
の
監
視
・
運
用
体
制

の
強
化

⑧
空
調
の
運
転
開
始
時
間
と
終
了
時

間
の
短
縮
見
直
し

４
月
〜
８
月
の
実
績

各
校
園
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
４
月

〜
８
月
の
実
績
は
電
気
使
用
量
で
前

年
比
90
・
4
％（
新
設
の
大
学
４
号
館

を
含
む
と
93
・
4
％
）、
ガ
ス
使
用
量

（
主
に
空
調
）で
は
、
82
・
2
％（
新
設

の
大
学
４
号
館
を
含
む
と
85
・
4
％
）

と
節
約
成
果
が
見
え
て
い
ま
す
。

学
生
・
生
徒
・
園
児
及
び
教
職
員
の

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
設
備
投
資
の
検
討
・
実
施
と
省

エ
ネ
運
用
が
マ
ン
ネ
リ
と
な
ら
な
い

よ
う「
継
続
は
力
な
り
」を
創
意
と
工

夫
で
継
続
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
5
月
27
日
、
短
大
医
療

秘
書
学
科
長
の
堀
教
授
に
講
師
を
お

願
い
し
、
若
手
職
員
の
方
に
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
知
識
や
動
作
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し

た「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
」を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
採
用
後
3
年
以
内
の
職
員

を
中
心
に
13
名
が
参
加
さ
れ
、
社
会

人
と
し
て
の
基
本
、
人
間
関
係
の
基

本
、
接
遇
、
電
話
応
対
等
社
会
人
と

し
て
最
低
限
必
要
な
こ
と
を
演
習
を

含
め
て
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
実
践
を
交
え
て
の

研
修
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
、
即

業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
、
頑
張

り
た
い
」と
い
っ
た
前
向
き
な
感
想

を
頂
き
、
盛
況
の
う
ち
に
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
新
入
職
員
な
ら
び
に
希
望
す

る
職
員
向
け
に
、
執
務
力
向
上
に
つ

な
が
る
研
修
企
画
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
」
開
催

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
会
」
開
催

法
人
本
部
総
務
部　

奥
田
美
紀　

大学4号館

堀先生の指導に少し緊張しました
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【資金収支計算書】
　納付金収入は、学生・生徒数が前年度と比べ減少したため、予算比72百万円、
前年度比305百万円減少の3,810百万円となりました。
手数料収入は、志願者数減少により入学検定料収入が減少したものの、センター
試験手数料等その他手数料が増え、予算比、前年度比同水準の73百万円となり
ました。
　補助金収入は、国からの経常費補助金の増加により予算比157百万円、前年
度比17百万円増加の711百万円となりました。
　資産運用収入は、国内経済の長期低迷による預金利率の低下で、予算比では
2百万円増加したものの、前年度比2百万円減少の69百万円となりました。
　事業収入は、補助活動事業収入が予算比、前年比共に減少したものの、受託
事業収入が増加し予算費2百万円増加、前年度比同水準の64百万円となりまし
た。
　雑収入は、退職金財団からの交付金収入により予算比26百万円増加したもの
の、前年度比では24百万円減少の57百万円となりました。
　前受金収入は、学生・生徒・園児の入学者数が当初見込みより減少し、予算
比169百万円減少したものの、前年度比同水準の746百万円となりました。
　収入全体では予算比62百万円減少、前年度比230百万円減少の4,836百万円
となりました。
　人件費については、教職員数は学園全体では昨年より増員があったものの、
人件費総額を抑制するという基本方針のもと、金額においては予算比36百万円、
前年度比90百万円減少の3,002百万円となりました。
　経費については、各部門における節減効果が大きく予算比156百万円の減少
となったものの、前年比については、教育研究経費支出、管理経費合計で1,229
百万円の支出となりました。
　施設、設備関係支出では、大学新校舎建設関連の支出が668百万円となり、
予算比では82百万円減少した。
　上記の結果、法人全体として期中の支払資金は前年度より544百万円減少し、
6,430百万円となりました。

消　費　収　入　の　部 消　費　支　出　の　部
科　　目 決　　算 科　　目 決　　算

学 生 生 徒 等 納 付 金 3,810,375 人 件 費 3,023,969
手 数 料 72,887 教 育 研 究 経 費 1,214,998
寄 付 金 11,254 管 理 経 費 499,174
補 助 金 711,379 資 産 処 分 差 額 6,511
資 産 運 用 収 入 69,422 徴 収 不 能 額 1,330
事 業 収 入 63,529
雑 収 入 56,539
帰 属 収 入 合 計 4,795,385
基 本 金 組 入 額 △716,332
消 費 収 入 の 部 合 計 4,079,053 消 費 支 出 の 部 合 計 4,744,652

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 665,599
前年度繰越消費収入超過額 2,063,353
基 本 金 取 崩 額 20,102
翌年度繰越消費収入超過額 1,417,856

【消費収支計算書】
　資金収支計算書・収入の部と同様、納付金・手数料・資産運用収入の減少、
補助金・事業収入の増加等の要因により帰属収入の合計は予算比128百万円増
加、前年度比315百万円減少の4,795百万円となりました。
　大学新校舎建設等による基本金への組入が716百万円あり、消費収入合計は予
算比332百万円の増収、前年度比675百万円減収の4,079百万円となりました。
　資金収支計算書・支出の部と同様、人件費については予算比48百万円の減少、
前年度比59百万円減少の3,024百万円となりました。経費については削減効果
により予算比154百万円減少したものの、前年度比では2百万円増加の1,230
百万円となり、消費支出合計では予算比200百万円減少、前年度比62百万円減
少の4,744百万円となりました。
　当年度消費収支差額は予算では1,197百万円の支出超過でしたが、経費の節減
と大学新校舎建設関連支出の一部が翌年度になったことにより収支見込が変わ
り、実績は665百万円の支出超過となり収支が改善され、翌年度繰越消費収入超
過額は1,418百万円となりました。
　なお、帰属収支差額は51百万円の収入超過となり引き続き健全財政を維持し
ました。

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 本 年 度 末 科　　目 本　年　度　末

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産
　　現金預金
　　その他

17,291,375
12,514,818
4,776,557
6,526,159
6,429,971
96,188

固定負債 697,905
　　退職給与引当金 678,577
　　長期未払金 19,328
流動負債 1,210,554
　　前受金 748,487
　　その他 462,067

負  債  の  部  合  計 1,908,459
基　本　金　の　部

科目 本年度末
第１号基本金 20,187,219
第４号基本金 304,000
基  本  金  の  部  合  計 20,491,219

消費収支差額の部
科　　目 本　年　度　末

翌年度繰越消費収入超過額 1,417,856
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 1,417,856

科　　目 本年度末
負債の部､ 基本金の部及び
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 23,817,534

資 産 の 部 合 計 23,817,534

【貸借対照表】
　固定資産については、大学新校舎建設関連の支出を建設仮勘定として668百万
円計上。
　また、その他の固定資産として減価償却引当特定預金が増加し、固定資産合計
では604百万円の増加となりました。
　流動資産の減少は、新校舎建設関連支出による現金預金の減少によるものです。
以上の要因により、資産総額は前期末比28百万円増加の23,817百万円となりま
した。
　未払金の減少により、負債総額は前期末比23百万円減少しました。大学新校
舎建設等による1号基本金組入に対し、備品の過年度簿外処理分の減額もあり、
全体では696百万円の純増となります。
　消費収支計算書の部で述べたように、翌年度繰越消費収入超過額は、前期末比
645百万円減少し、1,418百万円となりました。また純資産は前期末比51百万円
増加の21,909百万円となりました。

平成22年度決算報告
資 金 収 支 計 算 書

消 費 収 支 計 算 書

貸 借 対 照 表

平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

平成23年3月31日

※22年度計算書類の詳細については、玉手山学園ホームページhttp://www.houjin.fuksi-kagk-u.ac.jpに掲出しております。

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 決　　算 科　　目 決　　算

学生生徒等納付金収入 3,810,375 人 件 費 支 出 　 3,002,454
手 数 料 収 入 72,887 教 育 研 究 経 費 支 出 790,173
寄 付 金 収 入 7,125 管 理 経 費 支 出 438,739
補 助 金 収 入 711,379 施 設 関 係 支 出 749,191
資 産 運 用 収 入 69,422 設 備 関 係 支 出 89,098
事 業 収 入 63,529 資 産 運 用 支 出　 256,500
雑 収 入 56,514 そ の 他 の 支 出 258,749
前 受 金 収 入 746,487 資 金 支 出 調 整 勘 定 △204,421
そ の 他 の 収 入 93,935 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,429,971
資 金 収 入 調 整 勘 定 △795,574
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,974,375
収 入 の 部 合 計 11,810,454 支 出 の 部 合 計 11,810,454

（単位 千円）

（単位 千円）

（単位 千円）
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平成23年度予算概要
資 金 収 支 予 算 書

消 費 収 支 予 算 書

平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

学生生徒等納付金収入 3,605,506 人 件 費 支 出 3,257,345
手 数 料 収 入 71,657 教 育 研 究 経 費 支 出 969,493
補 助 金 収 入 564,942 管 理 経 費 支 出 434,814
資 産 運 用 収 入 53,529 施 設 関 係 支 出 626,311
事 業 収 入 48,091 設 備 関 係 支 出 307,551
雑 収 入 66,516 資 産 運 用 支 出 311,000
前 受 金 収 入 752,814 そ の 他 の 支 出 199,640
そ の 他 の 収 入 50,620 [ 予備費 ] 15,000
資 金 収 入 調 整 勘 定 △805,868 資 金 支 出 調 整 勘 定 △142,355
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 6,429,971 次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,858,979
収 入 の 部 合 計 10,837,778 支 出 の 部 合 計 10,837,778

【資金収支計算書】
　平成23年度は、大学「保健医療学部」開設初年度であり、収支の均衡を欠く要
素を含んだ予算編成となっている。
　資金収入は、厳しい学生募集環境を反映して学生・生徒・園児数の減少が見込
まれ、資金収入合計は、前年度比257百万円減の4,410百万円となった。
　資金支出は、大学新校舎建設の完成が遅延し、年度を越えたため、平成23年
度に新校舎関連の支出があり、資金支出合計は、前年度比232百万円増の5,585
百万円となった。
　その結果、資金収支差額は1,175百万円の支出超過となり、次年度繰越支払資
金が減少する予算編成となっている。

消　費　収　入　の　部 消　費　支　出　の　部
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

学 生 生 徒 等 納 付 金 3,605,506 人 件 費 3,274,994
手 数 料 71,657 教 育 研 究 経 費 1,410,841
補 助 金 564,942 管 理 経 費 492,281
資 産 運 用 収 入 53,529［ 　 予 　 備 　 費 　 ］ 15,000
事 業 収 入 48,091
雑 収 入 76,300
帰 属 収 入 合 計 4,420,025
基 本 金 組 入 額 △933,862
消 費 収 入 の 部 合 計 3,486,163 消 費 支 出 の 部 合 計 5,193,116

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 1,706,953
前年度繰越消費収入超過額 1,417,856
翌年度繰越消費支出超過額 289,097

【消費収支計算書】
　消費収支においても資金収支と同様の要因により、帰属収入合計は前年度比
247百万円減の4,420百万円となり、消費収入合計は、校舎の基本金組入れ等
により、前年度比261百万円減の3,468百万円となった。
消費支出は、新学部開設の関係もあり、「教育研究活動予算」が増加し、消費支
出合計は、前年度比249百万円増の5,193百万円となった。
　その結果、帰属収支差額の支出超過額が前年度比496百万円増の773百万円
となり、消費収支差額の支出超過額が前年度比510百万円増の1,707百万円と
なった。翌年度繰越消費収支差額は、収入超過から支出超過となる予算編成と
なった。

※23年度予算書の詳細については、玉手山学園ホームページhttp://www.fuksi-kagk-u.ac.jp/に掲出しております。

（単位 千円）

（単位 千円）

夏の昼下がり

夏休みの学園
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